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鹿
島
遠
漕
記
事｣

 

橋
本
芳
雄 

八
月
九
日(

第
1
日) 

 

是
か
ら
が
即
三
叉
沖
【
み
つ
ま
た
お
き
】
(注 1)

だ
。

筑
波
山
は
、
雲
の
間
か
ら
首
を
出
し
て
、
乗
せ

て
行
っ
て
貰
ひ
た
相
な
顔
を
し
て
居
る
。
向
側

の
相
見
﨑
【
歩
﨑
】
が
、
高
く
湖
上
に
屹
立
【
き

つ
り
つ
】
し
、
頂
【
い
た
だ
き
】
に
老
松
を
戴
い

て
居
る
様
は
真
に
雅
致
【
が
ち 

み
や
び
や
か
な

風
情
】
が
あ
る
。 

 

高
浜
入
も
見
え
る
。
汽
船
が
木
原
【
美
浦
村

木
原
】
の
方
か
ら
来
て
追
ひ
越
し
て
了
ふ
。
帆

を
ゆ
る

〱
張
っ
た
船
が
二
ツ
三
ツ
浮
ん
で
居

る
。
実
に
静
か
な
景
色
だ
。
や
が
て
又
漕
ぎ
出

し
た
。
浮
島
(注 2)

が
だ
ん

〱
大
き
く
な
る
。
忽

焉
【
こ
つ
え
ん 

に
わ
か
に 

忽
然
】
と
水
中
か

ら
出
て
、
緑
樹
欝
蒼
【
う
っ
そ
う
】
と
茂
っ
て

居
る
、
真
に
詩
的
な
仙
境
だ
。
彼
の｢

青
山
白

雲｣

の
お
光
【
お
み
つ
】
(注 3)

が
、
天
真
の
美
声
で

歌
ふ
た
の
は
此
処
だ
。
四
囲
の
風
景
が
面
白
い

の
で
、
手
の
痛
さ
も
忘
れ
て
漕
い
だ
。
白
帆
【
帆

曳
船
】
な
ど
は
忽
に
拔
い
て
了
ふ
。
実
に
愉
快

だ
。
岸
の
比
較
的
平
地
に
二
三
十
戸
軒
を
並
べ

て
、
村
が
見
え
る
。
全
く
風
が
無
い
の
で
、
前

の
大
船
(注 4)

は
帆
を
下
し
た
。
麻
生
は
左
手
に
キ

ラ

〱
と
光
っ
て
見
え
る
。
牛
堀
(注 5)

の
前
で
、

皆
跳
込
ん
で
、
汗
を
流
し
暑
を
凌
い
だ
。
そ
れ

か
ら
皆
、
桜
は
赤
、
霞
は
青
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

着
た
。
互
に
赤
が
よ
い
の
、
青
の
方
が
詩
的
だ

等
と
自
慢
し
合
ふ
。
無
邪
気
な
も
の
だ
。
勢
【
い

き
お
い
】
を
付
け
、
オ
ー
ル
を
揃
へ
て
牛
堀
へ

漕
い
で
行
っ
た
。 

 

艇
を
繫
い
て
【
で
】
上
陸
す
る
と
、
子
供
等

は
珍
ら
し
相
に
駆
け
て
来
る
、
女
達
は｢

此
の

暑
さ
に
ま
あ…

…
｣

と
云
っ
て
驚
く
。
亀
城
の

健
児
頗
る
得
意
だ
。
時
に
十
時
少
し
過
赤
や
青

の
着
物
を
着
た
黒
ン
坊
共
が
長
い
脛
を
出
し

て
、
跣
足
【
は
だ
し
】
で
揃
っ
て
行
く
所
は
実

に
天
下
の
奇
観
だ
、
そ
れ
に
尾
崎
先
生
が
白
い

着
物
に
袴
を
つ
け
、
肩
に
鞄
を
掛
け
た
姿
は
、

若
し
法
螺
【
ほ
ら
】
の
貝
で
も
吹
け
ば
山
伏
【
や

ま
ぶ
し 

山
中
で
修
行
を
す
る
修
験
道
の
行
者
】
姿

そ
っ
く
り
だ
。
村
の
人
々
が
駆
出
し
て
見
る
の

も
無
理
は
な
い
。
村
の
後
の
台
に
上
っ
て
弁
当

を
平
げ
た
。
今
自
分
等
の
来
た
方
が
手
に
取
る

如
く
見
え
る
、
汽
船
が
一
隻
波
を
左
右
に
開
き

つ
ゝ
【
横
利
根
川
を
】
佐
原
の
方
に
進
む
。
緑

の
間
に
佐
原
の
町
が
隠
見
【
い
ん
け
ん
】
し
て

居
る
。
実
に
善
い
所
だ
。 

 

飯
を
食
っ
て
腹
が
張
る
と
目
が
弛
む
【
ゆ
る

む
】
、
老
松
の
下
で
昼
寝
が
し
た
く
な
っ
た
。

卅
【
三
十
】
分
程
休
憇
の
後
飮
料
水
を
積
ん
で

出
発
し
た
。 

《
牛
堀
に
つ
き
し
は
十
一
時
な
り
こ
れ
よ
り

午
食
【
ご
し
ょ
く 

昼
食
】
し
正
午
潮
来
に
向
ふ

沿
岸
の
人
家
往
来
し
て
聊
か
【
い
さ
さ
か
】
心 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 を

慰
む
》 

を
慰
む
》 

今
度
は
細
い
所
【
北
利
根
川
】
で
両
側
は
堤
、

無
味
単
調
だ
。
休
ん
で
か
ら
、
ぐ
っ
と
力
が
拔

け
て
了
っ
た
、
左
の
台
に
細
い
曲
っ
た
松
が
チ

ラ
ホ
ラ
見
え
る
。
何
と
無
く
古
戦
場
の
趣
が
あ

る
。
や
が
て
潮
来
に
着
い
た
。
こ
れ
か
ら
北
浦

に
出
る
ま
で
【
の
前
川
】
は
尚
狭
い
。
や
っ
と

短
艇
が
一
隻
行
け
る
位
だ
。
左
側
は
人
家
右
側

は
堤
、
面
白
く
な
い
。
小
児
等
が
、
側
を
っ
き

廻
っ
て
、
一
！
二
！
と
怒
鳴
り
、
少
し
一
方
が

後
れ
る
と
、
あ
れ
負
か
さ
れ
た
、
や
あ
い

〱

と
囃
す
【
は
や
す
】
、
堪
っ
【
た
ま
っ
】
た
も
の

で
は
な
い
。 

 

や
が
て
三
里
【
１
里
は
約
４
㎞
】
の
間
も
過

ぎ
て
北
浦
に
出
た
。
出
口
の
両
岸
は
洪
水
の
為

に
破
ら
れ
た
と
か
で
、
連
り
【
つ
ら
な
り
】
に

堤
防
を
築
い
て
居
た
。
大
舟
津
が
見
え
る
、
我

等
の
手
並
を
見
す
る
は
此
時
に
あ
り
と
一
同

バ
っ
ク
を
き
か
せ
た
が
生
憎
【
あ
い
に
く
】
一

人
も
見
て
居
ら
な
か
っ
た
。
新
し
い
学
校
【
豊

津
小
学
校
】
が
あ
っ
て
、
側
に
丁
度
適
当
の
所

が
あ
っ
た
の
で
、
其
処
に
舟
を
入
れ
た
。
す
る

と
突
然
小
使
が
や
っ
て
来
て
、
何
処
か
ら
来
た

と
怒
鳴
っ
た
。
土
浦
中
学
校
で
す
と
答
へ
る
と
、

口
の
中
で
何
か
ブ
ス

〱
云
う
て
御
座
る
。
や

が
て
尾
崎
先
生
と
の
間
に
交
は
さ
れ
た
会
話

は
、
頗
る
面
白
い
。 

先
生｢

校
長
さ
ん
は
居
り
ま
す
か
。｣ 

小
使｢

居
ネ
ー
。｣ 

先
生｢

何
処
へ
参
り
ま
し
た
。｣

 
 
 
 

小
使(

い
と
つ
っ
け
ん
ど
ん
に)｢

鉾
田｣

【
教
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
】 

先
生｢

今
日
帰
り
ま
す
か｣ 

小
使｢

け
い
ん
ね
ー｣ 
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号 

号 

 

号 

 霞ヶ浦遠漕……1909［明治 42］年の鹿島遠漕 ２ 

 川口の艇庫を出発した土浦中学生のボート２隻は、田村弁財天、沖宿、
大山鼻を経て、やがて三叉沖に差し掛かりました。今号でも、５年橋本
芳雄(中９回)の「鹿島遠漕記事」(1910［明治 43］年１月発行『進修第
13 号』所収)と尾崎楠馬先生の日記とで、この遠漕を辿っていきます。 
《  》内は尾崎先生の日記の記述で、引用文中の【   】内は筆

者による注記です。旧字体は新字体に改めました。 
なお、遠漕の航路図を進修同窓会ＨＰの『月刊 Acanthus』第 176 号

３頁に掲載しています。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2024（令和６）年３月１９日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HPにアクセス 

・
・ 

 

1920［大正９］年ボート部遠漕（『土浦中学生と霞ヶ浦』より） 

北利根川上空から西浦を望む  
（茨城県広報広聴課提供） 

 

 

 



  

 

先
生｢

他
の
先
生
は
居
り
ま
す
か｣ 

小
使｢
居
ネ
ー
。｣ 

先
生｢
で
は
仕
方
が
無
い
。
此
荷
物
を
明
後
日 

 

迄
校
内
に
置
い
て
貰
ひ
た
い
。｣ 

小
使｢

乃
公
【
だ
い
こ
う 

自
称
の
人
代
名
詞
。 

お

れ
さ
ま
。
我
が
輩
。
男
性
が
自
分
自
身
を
尊
大
に
言

う
語
】
に
は
分
ん
ね
ー
、
役
場
へ
行
っ
て
聞
く

が
い
ゝ
。
乃
公
は
留
守
番
を
頼
ま
れ
た
許
り

だ
。｣ 

 

小
使
さ
ん
大
威
張
だ
、
余
儀
無
く
役
場
へ
行

っ
て
許
し
を
受
け
て
来
て
此
留
守
居
番
殿
に

復
命
【
ふ
く
め
い 

命
令
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
経

過
や
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
】
に
及
ぶ
と
、｢

ち
く

(

嘘)

だ
ら
う｣

と
て
中
々
承
知
せ
ぬ
。
不
得
已

【
や
む
を
え
ず
】
役
場
の
小
使
に
来
て
貰
っ
て
、

や
っ
と
納
得
さ
せ
た
。
実
に
頑
固
な
親
爺
だ
、

や
が
て
煙
草
銭
を
や
ら
う
と
す
る
と｢

い
ん
ね

ー(

要
ら
ぬ)｣

と
て
中
々
受
け
ぬ
。
此
の
時
の

口
調
と
手
付
と
は
干
ち
や
ん(

渡
辺)

【
渡
辺
干

城(

中
10
回)

】
で
な
け
れ
ば
真
似
は
出
来
ぬ
。

以
後
頑
固
者
は｢

鉾
田｣

と
呼
ぶ
事
に
し
た
。 

《
二
時
十
五
分
大
船
津
着
、
頑
固
の
留
守
番
を

村
役
場
の
助
け
に
よ
り
承
知
さ
せ
道
具
を
預

け…
…

》 

 

こ
れ
か
ら
川
澄
野
口
の
両
君
と
僕
と
で
鹿

島
の
【
高
木
】
小
学
校
に
交
渉
に
行
っ
た
。
小

使
許
り
し
か
居
な
か
っ
た
。
又
矢
張
り｢

鉾
田｣

か
と
思
ふ
と
い
と
丁
寧
だ
。「
校
長
は
不
在
で

す
か
【
が
】
、
三
十
町
許
り
先
に
居
る｣

と
云
ふ
。

道
も
よ
く
教
へ
て
呉
れ
た
の
で
、
行
っ
て
面
会

し
、
校
舍
を
借
り
る
許
し
を
得
て
帰
っ
た
。 

 

か
く
す
る
中
に
大
分
暇
取
っ
た
の
で
、
一
同

鹿
島
へ
来
た
時
は
黄
昏
【
た
そ
が
れ
】
時
分
で

あ
っ
た
。 

《
先
発
の
帰
り
来
り
報
ず
る
を
俟
つ
【
ま
つ
】

こ
と
三
時
間
ば
か
り
遂
に
迎
へ
来
る
あ
り
共

に
行
き
鹿
島
高
木
小
学
校
に
宿
る
》 

 

茲
に
一
つ
問
題
が
起
っ
た
。
そ
れ
は
役
場
と

校
長
と
両
方
我
々
の
為
に
尽
力
を
し
て
呉
れ

た
が
、
そ
の
間
に
齟
齬
【
そ
ご
】
を
生
じ
、
大

い
に
困
っ
た
が
、
尾
崎
先
生
の
円
滑
な
る
交
渉

で
や
っ
と
無
事
に
済
ん
だ
。
初
め
我
々
が
双
方

へ
便
宜
を
与
へ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
の
が
悪
か

っ
た
の
だ
。
と
ん
だ
失
策
を
し
た
。
小
堀
と
云

ふ
宿
屋
へ
三
々
五
々
飯
を
食
ひ
に
行
っ
た
。
夜

に
な
る
と
、
も
う
疲
れ
て
了
っ
て
、
初
め
の
中

は｢

ゴ
ー
ル
ド
メ
ガ
ネ｣

や｢

デ
カ
ン
シ
ヨ

【
節
】｣

(注 6)

で
大
分
賑
は
っ
た
か
【
が
】、
間
も

な
く
大
分
ま
い
っ
て
来
る
者
も
出
来
た
。
で
と

う

〱
床
に
就
く
事
に
し
た
が
、
小
さ
な
裁
縫

室
に
十
六
七
人
も
詰
め
込
ま
れ
て
は
、
実
に
暑

い
、
蚤
は
切
り
に
【
し
き
り
に
】
刺
す
、
蚊
帳

【
か
や
】
は
一
種
厭
な
臭
気
を
出
す
、
蚊
は
隙

を
見
て
入
り
込
む
、
実
に
た
ま
ら
ぬ
。
や
が
て

尾
崎
先
生
が
妙
腕
を
振
っ
て
、
オ
ル
ガ
ン
を
奏

で
【
か
な
で
】
初
め
【
始
め
】
た
。
一
曲
一
節
、

実
に
微
妙
、
何
時
の
間
に
か
華
胥
の
国
【
か
し

ょ
の
く
に 

中
国
の
黄
帝
が
昼
寝
の
夢
に
見
た
と
い

う
、
無
為
自
然
で
治
ま
る
理
想
的
な
太
平
の
国
】
へ

導
か
れ
て
了
っ
た
。 

《
蚊
帳
な
く
し
て
机
上
に
眠
る
。
蚤
蚊
の
襲
撃

に
生
徒
の
騒
ぐ
と
て
安
眠
せ
ず
》 

 

(注 1)

三
叉
沖 

 
 

霞
ヶ
浦(

西
浦)

の
土
浦
方
面
に
伸
び
る
水
域
を
「
土
浦

入(

っ
ち
う
ら
い
り)｣

、
石
岡
方
面
に
伸
び
る
そ
れ
を｢

高

浜
入(

た
か
は
ま
い
り)｣

、
こ
の
両
者
が
交
わ
る
出
島(

か

す
み
が
う
ら
市)

沖
の
広
い
水
域
を｢

三
叉
沖｣

と
呼
ぶ
。

荒
天
時
に
は
複
雑
な
大
波
が
生
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
霞
ヶ

浦
一
の
難
所
と
さ
れ
て
い
る
。 

(注 2)

浮
島 

 

徳
冨
健
次
郎(

蘆
花)

は
、
1898

［
明
治
31
］
年
民
友
社
刊

の
『
青
山
白
雲
』(

過
去
10

年
の
、
紀
行
文
や
自
然
描
写

な
ど
の
旧
作
を
集
め
た
、
最
初
の
文
芸
作
品
集)

の
中
の

｢

漁
師
の
娘｣

の
冒
頭
で
、
浮
島
の
情
景
を
次
の
よ
う
に
描

い
て
い
る
。 

 
｢

常
陸
の
国
霞
が
浦
の
南
に
、
浮
島
と
云
っ
て
、
周
囲
三

里
の
細
長
い
島
が
あ
る
。
二
百
あ
ま
り
の
家
と
云
ふ
家
は

ず
ら
り
西
側
に
並
ん
で
、
向
ふ
岸
と
の
間
は
先
ず
隅
田

川
位
、
お
ゝ
い
と
呼
べ
ば
応
と
答
へ
て
渡
守
が
舟
を
出
す

位
だ
が
、
東
側
は
唯
も
う
山
と
畠
で
持
切
っ
て
、
そ
れ
か

ら
向
ふ
へ
は
波
の
上
一
里
半
、
麻
生
天
王
崎
の
大
松
も
、

女
扇
の
絵
に
画
く
子
日
の
松
【
ね
の
ひ
の
ま
っ 

正
月
の
最

初
の
子
の
日
に
、
小
松
の
多
い
野
辺
に
出
掛
け
て
、
小
松

を
根
ご
と
引
き
抜
き
、
松
の
霊
力
に
よ
っ
て
長
寿
を
願
う

行
事
に
お
け
る
小
松
】
位
に
し
か
見
え
な
い
。…

…
｣ 

 

(注 3)｢

青
山
白
雲｣

の
お
光 

 
｢

漁
師
の
娘｣

の
主
人
公
。
漁
師
万
作
夫
婦
の
娘
。 

歌
が
上
手
く
、
島
の
若
い
者
が｢

浮
島
名
物
、
一
に
大

根
、
二
に
鮒
鰻
、
三
に
お
光
の
歌…

｣

な
ど
と
、
よ
く
歌
う

位
、
お
光
の
歌
を
知
ら
ぬ
者
は
な
か
った
。 

或
る
年
の
九
月
、
大
雨
大
風
は
已
ん
だ
も
の
の
、
濁
浪

渦
巻
く
荒
海
の
よ
う
な
夜
の
霞
が
浦
に
、
お
光
は
、
一
升

徳
利
を
取
り
、
対
岸
一
里
半
の
麻
生
に
向
け
て
小
舟
を

出
し
た
。
万
作
の
右
腕
の
リ
ュ
ー
マ
チ(

関
節
・
腱
・
筋
肉
に
、

痛
み
・
運
動
障
害
を
伴
う
病
気)

が
痛
み
出
し
、
熱
も
出

て
喉
も
渇
く
と
見
え
、
焼
酎
を
飲
み
た
い
と
繰
り
返
し
せ

が
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
お
光
の
居
な
い
の
に
気
付
い
た
母

親
が
、
頻
り
に
呼
ん
で
も
返
事
が
な
い
。 

夫
婦
は
、
茶
断
ち
塩
断
ち
し
、
柳
の
古
根
に
注
連
縄

を
掛
け
、
筑
波
さ
ま
あ
ら
ゆ
る
神
さ
ま
に
願
を
掛
け
た

が
、
お
光
が
帰
る
こ
と
は
な
か
った
。 

 
(注 4)

大
船 

 

高
瀬
船
の
大
船
。
高
瀬
船
は
、
河
川
専
用
に
建
造
さ
れ

た
帆
船
で
、
森
鴎
外
の
小
説
『
高
瀬
舟
』
に
は
、｢

高
瀬
舟

は
京
都
の
高
瀬
川
を
上
下
す
る
小
舟｣

と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
高
瀬
川
固
有
の
舟
で
は
な
く
、
様
々
な
型
や
大
き
さ

の
も
の
が
、
全
国
の
多
く
の
河
川
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。  

 

そ
れ
は
、
船
底
の
平
ら
な
、
河
川
や
浅
海
を
航
行
す

る
た
め
の
木
造
帆
船
で
、
室
町
時
代
末
期
の
吉
備
の
国

（
岡
山
）
の
主
要
河
川(

吉
井
川
・
高
梨
川
・
旭
川)

で
使
わ

れ
始
め
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
各
地
に
普
及
し
、
昭
和
初

期
ま
で
使
用
さ
れ
た
。
物
資
の
輸
送
を
主
な
目
的
と
し

て
、
帆
走
若
し
く
は
馬
や
人
が
川
岸
か
ら
曳
く
な
ど
し

て
運
行
さ
れ
た
。
利
根
川
や
霞
ヶ
浦
の
高
瀬
船
は
、
京
都

の
よ
う
な
小
舟
で
は
な
く
、
そ
の
長
さ
は
最
大
で
30
ｍ
ほ

ど
の
も
の
も
あ
り
、
一
度
に
1000

俵(

約
60
ト
ン)

程
度
の
米

を
積
む
こ
と
が
で
き
た
。 

                 

(注 5)

牛
堀 

 

現
在
の
潮
来
市
牛
堀
。
霞
ヶ
浦
の
東
端
に
位
置
し
て
い

る
。
当
時
は
、
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
航
路
の
潮
来
・
鹿
島
方

面
、
佐
原
・
銚
子
方
面
、
高
浜
・
鉾
田
方
面
、
江
戸
崎
・
土

浦
方
面
、
関
宿
・
東
京
方
面
へ
の
蒸
気
船
や
高
瀬
船
が
行

き
交
っ
て
い
た
。
葛
飾
北
斎
の
富
嶽
三
十
六
景｢

常
州
牛

堀｣

は
、
こ
の
辺
り
を
描
い
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

(注 6)

「
ゴ
ー
ル
ド
メ
ガ
ネ｣

や
「
デ
カ
ン
シ
ヨ
【
節
】
」 

 
｢

ゴ
ー
ル
ド
メ
ガ
ネ｣

に
っ
い
て
は
不
明
。｢

デ
カ
ン
シ
ョ

【
節
】｣

は
、
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
を
中
心
に
、
盆
踊
り

歌
と
し
て
歌
わ
れ
る
民
謡
で
あ
り
、
明
治
時
代
に
は
、
旧

制
高
校
の
学
生
た
ち
に
愛
唱
さ
れ
た
。
掛
け
声
の｢

デ
カ

ン
シ
ョ｣

は
、
哲
学
者
デ
カ
ル
ト
、
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
の
略
と
さ
れ
る
が
、
盆
踊
り
歌｢

デ
コ
ン
シ
ョ｣

や｢

デ
ゴ

ザ
ン
シ
ョ(

出
稼
ぎ
し
ょ)｣

か
ら
、
と
い
う
説
も
あ
る
。
代
表

的
な
歌
詞
は
、｢

デ
カ
ン
シ
ョ
デ
カ
ン
シ
ョ
で
半
年
暮
ら
す
、

ア
ヨ
イ
ヨ
イ
、
あ
と
の
半
年
寝
て
暮
ら
す
、
ヨ
ー
オ
イ
ヨ
ー

オ
イ
デ
っカ
ン
シ
ョ｣

。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 (

高
21

回 

松
井
泰
寿)

 
 

河岸に停泊する高瀬船と川を航行する高瀬船 
（茨城県広報広聴課提供） 
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